
平成

 

東海

今後の

よる現

 

【実施概

(1)目

(2)月

(3)視

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成 27 年度

道貨物支線

貨客併用化

地調査を行

概要】 

目  的：

月  日： 

視察箇所：

    

【視察

東高島

北地

桜木

度 東海道

線貨客併用

化の取組の

行いました

 本路線を

をテーマに

平成 27

安善駅 ～ 

【東海道

 

察③】 

島駅 

地区 

木町

道貨物支線

用化の検討ル

の参考にす

。 

を今後検討

に、安善駅

年 11 月 10

安善駅＜

貨物支線貨

貨客併用化

ルート沿線

るために、

討していくに

駅や東高島駅

0 日(火) 

JR 鶴見線＞

貨客併用化検

【視察②

国道駅

化整備検討

線のまちづ

協議会の

にあたり、

駅北地区な

＞国道駅 ～

検討ルートと

②】

駅 

討協議会 

くりや鉄道

構成自治体

共存が必至

どの調査を

～ 東高島駅

と視察箇所】

視察先 

   鶴見線

   貨客併用

【視察①】

安善駅周辺

現地調査

道の状況を

体などの関

至となる貨

を行いまし

駅北地区 

 

線乗車区間 

用化検討ルー

】 

辺 

浜川崎

品川方 →

査会 

を把握し、

関係者に

貨物路線

した。 

ト 

→ 
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【実中

安善

利

返

い

【国道駅

安善駅

鶴

しま

蔵白

開

線が

  出

で運

内容】 

安善駅〔JR

    

安善駅 ～ 

  

中研 再生医療・

善駅～鶴見線

鶴見線旅客

利用されてい

鶴見線は、

返して今の鶴

鶴見線の駅

います。 

安善  ･

武蔵白石･

国道  ･

※当時は現

【品川方を望

ホームから安善

駅（JR 貨物）

鶴見線内で扇

ました。安善

白石～大川間

開業後は京浜

が廃止され、

出荷される航

運ばれたあと

貨物〕 

 

鶴見線 ～ 

 

新薬開発センタ

線～国道駅(鶴

客営業距離は

います。通過

昭和５年に

鶴見線の形に

駅名は、京浜

･･安田財閥

･･現在の JF

･･鶴見線と

現在の鶴見駅

む】

善方を望む】 

 

扇町駅ととも

善駅は、大正

間で貨物輸送

浜工業地帯の

現在は米軍

航空燃料は専

と、電気機関

 

国道駅 

ター】 

鶴見線（JR

は 9.7ｋｍで

過人員は、2

に旅客線とし

になったのは

浜臨海部の埋

の安田善次

FE スチール

国道の交点

駅と少し離れ

【桜

【国道駅

もに現在で

正 15 年３月

送を開始しま

の重要な駅と

軍横田基地へ

専用線内で

関車にけん引

【川崎生命科学

R 東日本）に

で、主に臨海

2014 年度で約

して鶴見※

は昭和 15 年

埋め立てに

次郎氏に由来

ルの初代社長

点だった事に

れた仮停車場

桜木町方を望む

駅 駅前（東側）

も専用線発

月に開業（鶴

ました。 

となっていま

への航空燃料

タンク貨車

引されて拝島

 

 

学・環境研究セ

に乗車) 

海部の工場

約 13,900 人

～扇町間が

年です。 

功績をあげ

来 

長白石元治郎

に由来 

場として開業

む】 

】 

発着車扱貨物

鶴見臨港鉄道

ましたが、昭

料輸送のみの

車に積み込ま

島駅に向かい

センター(LiSE)】

場で働く従業

人となってい

開業し、駅

げた人の名前

郎氏に由来 

業 

【

【国道駅 駅

物を取り扱っ

道㈱）し、弁

昭和 40 年以

の取扱いと

まれディーゼ

います。 

 

業員の通勤路

います。 

駅の廃止や開

前などが由来

【安善駅】 

駅前（西側）】 

っている安善

弁天橋～浜

以降、周辺

なっていま

ゼル機関車で

  

  

路線として

開設を繰り

来となって

善駅を視察

川崎間、武

企業の専用

す。 

で安善駅ま

 

察

武
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東高島

現況と

 当地区

年２月に

辺地区は

ても、横

つ健全な

 このた

【東神

東高

1

い

線

町

違

横

を

跡

東高島駅北

    

島駅北地区

とまちづくり

区は、現在、

に横浜市都心

は、横浜の新

横浜の新たな

な土地の高

ため、現在の

【貨物上

神奈川駅と結んで

高島駅北地区

東高島駅は

0 月に開業

います。以前

線がありまし

町駅間が単線

違いをする重

幕末時代に

横浜港修港計

を残しており

跡を含む東高

地区 

     

区のまちづ

りの方針 

小規模な工

心臨海部再

新たな都心

な都心を担う

度利用の実

の土地利用か

家】 

でいた線路跡】 

区  

は、東海道線

業しました。

前は横浜線東

したが、現在

線となってい

重要な駅とな

には、ここに

計画に基づい

り、「史跡

高島駅北地区

  

  

  

づくり  （横

工場や、遊休

再生マスタープ

の１つのエリ

う地区として

実現など、総

から都心にふ

【埋

（土地

線鶴見駅と根

横浜港の一

東神奈川駅

在は貨物の

いるため、

なっています

に砲台を築

いて埋め立

＝神奈川台

区では土地区

横浜市都市整

休化した水域

プランが策定

リアとして位

、都市基盤

総合的な地域

ふさわしい土

【貨物ホーム跡

埋め立て予定の運

地区画整理事業予

根岸線桜木

一角に位置す

駅とも結ばれ

発着はあり

鶴見方面か

す。 

き、湾岸警

立てが行われ

場跡」とし

区画整理事

 

整備局） 

域などの土地

定され、当地

位置づけられ

整備とともに

域の再編整備

土地利用に転

跡】 

運河】 

予定地） 

町駅を結ぶ

することから

れるなど、駅

ません。現

からくる列車

警備を行った

れましたが、

して大切に保

業の検討が

地利用となっ

地区を含む東

れました。今後

に、都心にふ

備を行う必要

転換を図って

【車扱

【神奈

通称高島線

ら駅構内まで

駅構内には多

現在、高島線

車と桜木町方

たといわれて

今でも駅構

保存されてい

進められて

っています。

東神奈川臨

後、当地区に

ふさわしい合

要があります

ていきます。

扱列車（通過中）

奈川台場跡と碑】

線の貨物駅で

で運河が引

多くの引込み

線内は東高島

方面からくる

ています。大

構内の一部に

います。現在

ています。 
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臨海部周

におい

合理的か

す。 

 

】 

】 

で大正 13 年

き込まれて

み線や専用

島駅と桜木

る列車が行

大正時代に

にその面影

在、この史



事業概

（１）検討
  
 １ 埋立
  ◇位
  ◇面
  ◇施
  
 ２ 土地
  ◇位
  ◇面
  ◇施
 
(２）経緯

平成

平成

平成

 
(3）説明

平成

平成

平成

 

概要 

討中の事業概

立事業 
位置      
面積      
施行予定者 

地区画整理
位置      
面積      
施行予定者 

緯  
14 年 

16 年 

24 年 

会の状況 

27 年３月２０

27 年８月２２

27 年９月２５

概要 

 神奈川区
 約 1.5ha 

   横浜市

理事業 
 神奈川区
 約 7.6ha 

   東高島

まちづくり

まちづくり

土地区画

０日２１日 

２日２４日 

５日２６日 

東高島

区神奈川一丁

市 

区神奈川一丁

島駅北地区土

り懇談会 発

り協議会発足

画整理組合準

第１回事業

第２回事業

都市計画市

（都市再開
更、防火地

島駅北地区区

丁目、神奈川

丁目、神奈川

土地区画整

発足 

足 

準備会発足

業者・都市整備

業者・都市整備

市素案説明会

開発の方針の
地域及び準防

区域図 

川二丁目及

川二丁目、千

整理組合 

備局合同任

備局合同任

会  

の変更、用地
防火地域の変

び星野町地

千若町及び

意説明会 

意説明会 

地域の変更
変更、臨港地

東高島駅 

地内 

び星野町地内

更、高度地区の
地区の変更） 

 

内 

の変


